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かほく市社会福祉協議会広報誌

2013Nn20 みんなで築く地場福祉のまちづくり

。

今回の内容 E
2 会費のお礼と緩告

2t才ぼく市社会福祉協油会平成24年度決算報告

3 ゐん怠元気で鱒いていまザ! (各団体の活働組告〉

4 地題提がよりつ忽がる'"め巴(池峰福祉活動8抗菌〉

5 ポラyティ?報告(簡がい者ヲポ トポランティ."賛成繍磨)

5 ボランテイアグループ紹介「かほく市食笠活破種縫進也器密会」

6 社盤@介温ひるぱ崎兇水症編J 選



各種聾成繊座

ボランティア研修

を土悔だより発行

ホムペジ運営

III実鋼

総額 一般会費(市民会員) 2 ， 203千円

2 , 51 1 千円 特別会費〈有志の方68名〕 78千円

用途(単位千円j
If助会費<23の企媛図体〉 230千円

r45副 『M広線1活t8....動l ~~?~地媛福tL!:.;量動 ポラ 7ア不ア，量目的

平成 24 年度かほ〈市社会福祉協議会

舘強伎鑑
平成目年 l笠もたくさんのみなさまにご協力を剣り 附くお礼巾し上げます.

また、町会長 区民さまをはじめ.会 n募集にあたりご凶力いただきました附係貯のみなさまに、

むから仰〈お礼巾し上げます.今勾皮も引き続き‘弘ども祉協の悶動会員会資の鍾旨に何とぞ

ご質問いただき、絡別のご協力をいただきますよう よろし〈お願い巾し j げます.

平成"'"

.会

社会福祉大会

各種研修会

支えあいづ〈り・銭

.'色蟻福祉.濃の週前例紹介

.活用

ヤ

介護保険寄

m 輔収入
54,054

98,828

ボランティアセノター

活釦湾灘 892

資金貸付事業 430

Ie--一基金運営事業 241

1/，.-， 心配ごと相絞.業 231

III~ 部会委員会事業 230

注入運営

司区築

35,847

共同募金

配分金.業「

5,113 ~\::

企画広報移築

1.319

助成事業
1.774

受民金 661

寄附金 241

負組金収入 221

f その他 1胸

市補助金

33.283

. 、'"市社会福祉温種金 a・

又 'Ii.成24{fJ主VtJ河川ノ

〈単位千円}

県社也助成金

780

会費収入一一、!

共向募金 2，511 ¥

配分金収入 5.113下、、

IDe.a2B! [r:fS,047"

16,148 c!mim思~ 19.929

em 霊..

市町四百首
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住
民
が
つ
な
が
り
聖
書
助
け
あ
い
や

支
え
あ
い
に
よ
っ
て
普
段
生
活
し
て
い
る
中
で
の

不
安
ご
と
や
濁
り
ご
と
を
解
決
で
き
る
よ
う
に
怠
る
た
め

に
、
住
民
に
よ
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住
民
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た
め
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『
住
民
多
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ま

ち
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く
り
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取
り
組
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住
民
に
よ
る
伎
民
の
た
め
の
住
民
多
加
型
の
ま
ち
づ
く
り
計
画
で
あ
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地
織
福

祉
活
齢
計
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〈
り
を
す
す
め
る
た
め
に
は
、
ま
ず
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皆
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ご
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想
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て
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ま
す
.
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広げようまちづ〈り

一
障
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い
者
サ
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ト
ボ
ラ
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ア
養
成
講
座

3
障
が
い
の
あ
る
方
が
地
織
で
安
心
し
て
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に

3

『
障
が
い
」
に
つ
い
て
地
環
の
方
へ
広
く
理
解
を
深
め
、
障
が
い
の
あ
る
方
へ
の
サ
ポ
ー
ト
が

で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
育
成
す
る
こ
と
を

g
的
に
全
3
固
の
旗
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

-
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-
障
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に
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す
る
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テ
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ア
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流
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セ
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っ
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ま
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-
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O

交
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す
.
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ほ
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今
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訪
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こ
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は
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め
て
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し
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.
是
非
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ラ
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テ
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多
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た
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で
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.

O

短
略
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の
研
修
で
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が
晶
子
ぴ
の
埠
い
続
雇
で
し
た
.また
鯵
加
し
ま
す
.
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E
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.
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な

.

.
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よ
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に
ア
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し
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な
.
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ば
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今
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』

.
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1
月
四
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定

ボランティアクループ紹介

日

私
『
私
遣
の
健
康
は
私
遣
の

1

・
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手
で
』
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に
、
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」
の
愛
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‘
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i

u
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市
民
の
み
な
さ
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健
康
づ

相
、
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但
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行
っ
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・
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「
地
産
地
消
」
「
早
寝
・

思
起
き
朝
ご
は
ん
』
等
の

普
及
、
公
民
館
で
の
料
理
踊

聖
宏
、
市
内
外
研
修
会
の
@

加
留
守
、
「
食
」
に
関
心
の
あ

る
方
、
ご
一
緒
に
活
動
し
ま

せ
ん
か
.
是
非
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
.

当「第~回全国ボランティアフェスティパル高知11/23-24 助成 II・
~hlJ'l'lの 偲を助 b援します.助成人数は"ーまで __________c ・

助成条件必ど 詳しくは社会悩槌協必~;1::でお問い合わせ〈ださい aωfl6 p..J:l."'I:lmJ;j ・・
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励近元気がでないし

筋肉絹 ひょっとして脱水姐~?脱水症編'者盟理【

あ
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国
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佳
一
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』
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で
酬
m
一

つ
ぱ
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1
仇
H
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脱水症チヱツクをしてみましょう'

置
.人の身体からは尿、汗、

呼吸なと:l' 1 日2田Oml........
2500m I の水分を排出し

ます。

.，日 1叩Om I以上の水分
担買取が必要です。

E のどの渇きを感じなくても小まめに水分補給するζとが大切です1

-
品
皇
・
一
宣
・4
・
-
・

※腎俊緩や'i:'嶋能に拠常があって応分制限されている人はお医者さんの診断、指示がi0援です.

金士錦ヘルパー

斬メンパー紹介

一生懸命l二が削まりま~す l

よろし〈ま調いします.

•組主主島凶器~!J:拘絹制措弘
次のノ3から編祉向 l にとご得附いただきました. (順不同}

・かほく市まつり実行委員会機 .七潔山車会

次のみ怠さまからプルタプ収集使刷椀み切手め収集にご1Q1Jいただきました.

.am学園台保育園後 ・Gm!D芹Uクリエイティプサービス(橡)傑

ほホ多〈の間続滅危さまかb プルタプや柑"済みI;IH 削"読みインクカ トリッジの収集にご凶畑、ただきましb

平耐咋叩 16 f1-7J 1初日受付分

.市内匿名 1 名

〈麟不'"

居宅介穫支緩サービス

介額支媛専門)1(ケアマネーンャー)が介護サービスをご利川
いただくための側談やケアプランの作成を行います.

助問介緩サービス

紡問介通貨只(ホームヘルパー)が高齢の方や闘がいをお待ちの

方のお宅を訪問して、生tli Ul:助サーピスや身体介讃サービスを

ご位供いたします. ....、

お気軽にお問い合わせ ご相級ください .I.:ぶa

TEL(076)2目白83 FAX(07印85-2885 早-4出1\

.0・0・

•

社会褐祉法人かほく市社会褐祉協峨会刊29-1173削ま〈市遺爆ロ"0地下O代議健康福住tセノター内)

http://wwy叫ahoku-sha阿o.or.jp/ Ta(076沼85 酷85 FAX(076)285ｷ2049

師曾

いいえ

いいえ

いし、え

し、いえ

いし、え

いいえ

いし、え

いいえ

いいえ

し刈、え

いいえ

いいえ

はい

;まし、

珪巳
はい

はい

;皐し、

旦主:
はい

;本し、

;まし、

且主:
はし、

食欲が低下した

元気がなし\居眠りしがちである

房Lよだれ、療の量が濯った

塾塾並塑 i一一一
亜里王立藍ど互主主

里込生重畳量生 L主
露繍や筋肉繍など体のどこ b'H·j 奮し、

多弁、あるいは無口になった

重量主主 z主

盟主主主主込貫皇ピ
OO)'!'亙藍主主主呈ー
暑い刷訴をか怖い

「圃圃・

否直之青豆扇吉正可

発行編集
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